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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】入球口から流入した球が特定領域あるいは非特
定領域に流入する過程で、球の流れに変化をもたせると
ともに、規定数の球を特定領域に流入可能に構成するこ
とができる遊技機を提供する。
【解決手段】球Ｂが流入可能な入球口３４を有する入賞
室３３内に特定領域と非特定領域とが設けられ、特定領
域に球Ｂが流入したときに遊技者に有利な遊技状態とな
るように制御された遊技機であって、入球口３４近傍に
は、その入球口３４を開閉可能な開閉体３５が設けられ
る。入賞室３３内には、入球口３４から流入した球Ｂを
振り分ける第１振分体４０と、特定領域と非特定領域と
に振り分ける第２振分体５０とがそれぞれ配設されてい
る。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
球が流入可能な入球口を有する入賞室内に特定領域と非特定領域とが設けられ、前記特定
領域に球が流入したときに遊技者に有利な遊技状態となるように制御された遊技機であっ
て、
　前記入球口近傍には、その入球口を開閉可能な開閉体が設けられ、
　前記入賞室内には、前記入球口から流入した球を振り分ける第１振分体と、
　前記特定領域と前記非特定領域とに振り分ける第２振分体とがそれぞれ配設されている
ことを特徴とする遊技機。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明はパチンコ機等の弾球遊技機とも呼ばれている遊技機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、例えば、遊技盤の遊技領域に配設された入賞装置において、球（パチンコ球）が
流入可能な入球口を有する入賞室内に特定領域と非特定領域とが設けられた構造のものが
ある。
　このような入賞装置において、入球口から流入した球が特定領域に流入すると、遊技者
に有利な遊技状態（例えば大当たりの権利が付与される状態）となるように制御されてい
る。また、このような入賞装置は、例えば、第２種、第３種、第４種パチンコ機等に採用
されている。
　入球口から入賞室内に流入した球が特定領域あるいは非特定領域に流入する過程で、球
の流れに変化をもたせ遊技の興趣を高めるために、入賞室内に、球を振り分ける振分体が
配設されたものがある。
　また、遊技盤の遊技領域に、複数の入賞装置、例えば、第１～第３役物をそれぞれ配設
し、これら第１～第３役物にそれぞれ振分体を配設するとともに、第１役物と、第２役物
及び第３役物とを連絡通路によって連通したパチンコ機が知られている（例えば、特許文
献１参照）。
　また、入球口近傍には、その入球口を開閉可能な開閉体が設けられ、特定の条件を満た
したときにのみ、開閉体によって入球口を所定時間だけ開くように設定された構造をもつ
入賞装置も知られている。
【０００３】
【特許文献１】特願平１１－７８１６８号公報（第３－７頁、図１）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、例えば、第３種あるいは第４種パチンコ機等において、入賞装置を権利発生
装置として用いた場合、入球口から流入したの球のうち、規定数の球以上の球、例えば、
２個の球が所定時間内において特定領域に連続的に流入すると、大当たり権利が発生した
直後にその大当たり権利が消失してしまう。
　しかしながら、特定の条件を満たしたときにのみ、開閉体によって入球口を所定時間だ
け開くように設定された構造をもつ入賞装置であっても、開閉体の開放時間内において、
複数の球が入球口から入賞室に連続して流入することがある。
ときには、入賞室に連続して流入した複数の球が振分体によって同方向に振り分けられら
れて特定領域に連続的に流入する場合がある。この場合には、大当たり権利が発生した直
後や大当たり遊技において、その大当たり権利が消失してしまう不具合（通称パンク）が
発生する。
【０００５】
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　この発明の目的は、前記問題点に鑑み、入球口から流入した球が特定領域あるいは非特
定領域に流入する過程で、球の流れに変化をもたせるとともに、規定数の球を特定領域に
流入可能に構成することができる遊技機を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　前記目的を達成するために、手段１の発明に係る遊技機は、請求項１に記載されたとお
りの構成、すなわち、
「球が流入可能な入球口を有する入賞室内に特定領域と非特定領域とが設けられ、前記特
定領域に球が流入したときに遊技者に有利な遊技状態となるように制御された遊技機であ
って、
　前記入球口近傍には、その入球口を開閉可能な開閉体が設けられ、
　前記入賞室内には、前記入球口から流入した球を回転動作によって第１、第２放出口に
振り分ける第１振分回転体と、
　前記第１放出口に振り分けられた球を回転動作によって前記特定領域と前記非特定領域
とに振り分ける第２振分回転体とがそれぞれ配設され、
　前記第１振分回転体と前記第２振分回転体との間には、前記第１放出口に振り分けられ
た球を前記第２振分回転体に誘導する連絡通路が設けられ、
　しかも、前記第１振分回転体は、前記入球口から流入した球のうち、規定数の球を前記
第１放出口に振り分ける構成にしてあることを特徴とする遊技機。」
を要旨とする。
【０００７】
　したがって、特定の条件を満たして開閉体が開き動作され、入球口が所定時間だけ開か
れた状態において、入球口から入賞室内に流入した球は、第１振分回転体の回転動作によ
って第１放出口あるいは第２放出口に振り分けられる。すなわち、入球口から入賞室内に
流入した球のうち、規定数（例えば、１個）の球は第１放出口に、規定数を越えた球は第
２放出口にそれぞれ振り分けられる。
　第１振分回転体の回転動作によって第１放出口に振り分けられた規定数の球は連絡通路
に誘導されて第２振分回転体に流れる。そして、第２振分回転体の回転動作によって特定
領域あるいは非特定領域のいずれかに振り分けられる。
　このため、入賞室に連続して流入した複数の球が特定領域に連続的に流入することを防
止することができる。これによって、例えば、大当たり権利が発生した直後や大当たり遊
技時において、その大当たり権利が消失してしまう不具合（通称パンク）を防止すること
ができる。さらに、規定数の球は、特定領域に流入可能となり、遊技者に対する特定入賞
（例えば、大当たり遊技）の期待感を増大させることができる。
　また、入球口から入賞室に流入した球を第１及び第２振分回転体の回転動作によってそ
れぞれ振り分けることができる。このため、入球口から流入した球が特定領域あるいは非
特定領域に流入する過程で、球の流れに多様の変化をもたせることができ、遊技の興趣を
高めることができるとともに、遊技者に対し特定入賞（例えば、大当たり遊技）の期待感
を持続的に与えることが可能となる。
【０００８】
　手段２の発明に係る遊技機は、手段１に記載の遊技機であって、連絡通路は、その連絡
通路内の球を遊技者が視認可能な通路構成部材によって形成されている。
　したがって、通路構成部材によって形成された連絡通路を通る球を遊技者が視認するこ
とによって、その球が第２振分回転体のいずれの部分に到達するかの判断が容易となる。
このため、遊技者に対する特定入賞（例えば、大当たり遊技）の期待感をより一層増大さ
せることができる。
【０００９】
　手段３の発明に係る遊技機は、手段１又は２に記載の遊技機であって、第２振分回転体
の周囲には、連絡通路の放出口から放出された球を転動させてその球を第２振分回転体に
進入させる球転動部が設けられている。
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　したがって、連絡通路の放出口から放出された球を、一旦、球転動部に転動させた後、
その球を第２振分回転体に進入させることができる。このため、第２振分回転体に対する
球の進入タイミングに変化をもたせて遊技の興趣を高めることができる。
【００１０】
　手段４の発明に係る遊技機は、手段１～３のいずれか一項に記載の遊技機であって、第
１振分回転体と第２振分回転体のうち、少なくとの一方の振分回転体は、遊技状況の変化
に対応して回転速度が変化するように設定されている。
　したがって、遊技状況の変化、例えば、通常遊技状態から大当たり遊技状態、あるいは
大当たり遊技状態から確率変動遊技状態（大当たり遊技状態から再度大当たりとなる確率
が変化する遊技状態）に変化すると、これに対応して、少なくとも一方の振分回転体の回
転速度が変化する。このため、第１振分回転体から連絡通路を経て第２振分回転体に誘導
される球が特定領域に流れる確率を変化させることができる。言い換えると、例えば、確
率変動遊技時等において、大当たりとなるために必要とする平均的な遊技時間を短縮化す
ることが可能となる。
【００１１】
　手段５の発明に係る遊技機は、手段１～４のいずれか一項に記載の遊技機であって、第
１振分回転体及び第２振分回転体は上下方向に所定高さ寸法を隔てかつ略鉛直方向の軸線
回りにそれぞれ回転可能に設けられている。
　したがって、第１振分回転体と第２振分回転体とが略鉛直方向の軸線回りにそれぞれ回
転可能に設けられることで、これら第１、第２振分回転体を配設するために必要な上下方
向のスペースを小さくすることができる。このため、例えば、遊技盤の上下方向の限られ
たスペース内に第１、第２振分回転体を良好に配設することができる。
　また、例えば、１つの入賞装置の本体構成部材に対し、第１、第２振分回転体を設置し
て入賞装置を構成した場合、その本体構成部材に第１、第２振分回転体を容易に設置可能
となるとともに、入賞装置自体が上下方向に大型化する不具合を軽減することができる。
【発明の効果】
【００１２】
　以上述べたように、この発明によれば、入球口から入賞室に流入した球を第１及び第２
振分回転体の回転動作によってそれぞれ振り分けることができる。このため、入球口から
流入した球が特定領域あるいは非特定領域に流入する過程で、球の流れに多様の変化をも
たせることができ、遊技者に対し特定入賞（例えば、大当たり遊技）の期待感を持続的に
与えることが可能となる。
　また、入球口から入賞室内に流入した球のうち、規定数（例えば、１個）の球を第１振
分回転体の回転動作によって第１放出口に振り分けることができる。このため、前記規定
数の球を連絡通路によって第２振分回転体に誘導することができる。この結果、第２振分
回転体の回転動作によって前記規定数の球を特定領域に流入可能となり、遊技者に対する
特定入賞（例えば、大当たり遊技）の期待感を増大させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】この発明の実施の形態に係る遊技機としてのパチンコ機の遊技盤を示す正面図で
ある。
【図２】同じく入賞装置としての権利発生装置を拡大して示す正面図である。
【図３】同じく権利発生装置を簡略化して示す断面図である。
【図４】同じく権利発生装置を簡略化して示す斜視図である。
【図５】同じく権利発生装置の入球口近傍の開閉体と第１振分回転体の関係を簡略化して
示す斜視図である。
【図６】同じく第１振分回転体の第１放出口用球受部に球を受けその球を第１放出口に放
出する前の状態を簡略化して示す斜視図である。
【図７】同じく第１振分回転体の第１放出口から連絡通路を経て第２振分回転体の球転動
部に球が放出された状態を簡略化して示す斜視図である。
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【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　この発明の実施の形態を図面にしたがって説明する。
　遊技機としての弾球遊技機、例えば、権利ものとも呼ばれている第３種パチンコ機の遊
技盤を正面（前面）で表した図１において、遊技盤１０の前面の周縁部には、外レール１
２と内レール１３とを備えた案内レール１１が装着されている。この案内レール１１の内
側には、遊技領域１５が区画形成されるとともに、外レール１２と内レール１３との間に
は、図示しない球発射装置から発射された球（パチンコ球）を遊技領域１５の上部に案内
する球発射通路１４が形成されている。
　遊技盤１０の遊技領域１５には、その略中央部において後に詳述する入賞装置としての
権利発生装置３１（第３種権利発生装置、センタ役物装置等とも呼ばれることもある。）
が装着されている。さらに、遊技盤１０の遊技領域１５の所定位置には、一般入賞器１６
や球Ｂを所定方向に誘導したり、あるいは球Ｂの流れを変化させる多数の釘や風車器１７
が適宜に配設され、遊技領域１５の最下端には、アウト口１９が設けられている。
【００１５】
　また、遊技盤１０の遊技領域１５の所定位置、例えば、図１に向かって権利発生装置３
１の斜め左下部と略直下部の２箇所には、権利発生装置３１の開閉体３５を作動するため
の開閉体作動用入賞器１８が配設されている。開閉体作動用入賞器１８に対し球が流入し
たことを検出する球検出器（図示しない）が設けられている。
　また、遊技盤１０の遊技領域１５には、その権利発生装置３１の片側（図１に向かって
右側）に位置して第３種始動装置２３と、開閉扉２１によって大入賞口２２が開閉可能に
構成された大入賞口装置２０とが上下に所定間隔を保ってそれぞれ装着されている。
　なお、第３種始動装置２３には、外周に凹状の球受け部２５を有する球受回転体２４を
備え、大当たりの権利発生後、球受回転体２４の球受け部２５に球Ｂを受けてその球Ｂを
所定位置まで移送して放出することによって大当たり遊技を始動し、開閉扉２１を開放動
作させるようになっている。
【００１６】
　さて、図１と図２に示すように、入賞装置としての権利発生装置３１は、単数又は複数
の本体構成部材３２を主体として構成されている。そして、本体構成部材３２には、上部
に球Ｂが流入可能な入球口３４を有する入賞室３３が形成されている。
　本体構成部材３２の入球口３４近傍には、その入球口３４を開閉可能な開閉体３５が設
けられている。この開閉体３５は、ソレノイド、モータ等の電動アクチュエータ（図示し
ない）を駆動源として開閉動作されるようになっている。そして、この実施の形態におい
ては、開閉体作動用入賞器１８に球Ｂが流入しかつその球Ｂが球検出器（図示しない）に
よって検出されたことを条件して電動アクチュエータ（図示しない）が作動し、これによ
って、開閉体３５が所定時間（例えば、０．５秒前後）だけ入球口３４を開放した後、元
の状態に閉じるようになっている。
【００１７】
　また、入賞室３３内には、第１、第２の両振分回転体４０、５０がそれぞれ個別に回転
可能に配設されている。
　この実施の形態において、図２～図４に示すように、本体構成部材３２には、その入賞
室３３の上部近傍に位置して球受棚３７が設けられている。また、本体構成部材３２には
、球受棚３７の下方に所定距離だけ隔てて第１振分回転体４０を回転可能に支持するため
の第１受皿体３８が設けられている。
　また、本体構成部材３２には、第１受皿体３８の下方に所定距離だけ隔てて第２振分回
転体５０を回転可能に支持するための第２受皿体４９が設けられている。
　入賞室３３の球受棚３７の所定位置には、入球口３４から流入した球Ｂを第１振分回転
体４０に向けて流下案内するための連通孔３９ａを有する筒体３９が形成されている。ま
た、連通孔３９ａの所定位置には、同連通孔３９ａを通過する球Ｂを検出するための球検
出器２９が配設されている。
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【００１８】
　図３に示すように、第１受皿体３８の下側の所定位置には第１放出口４２が設けられ、
同第１受皿体３８の外周部の所定位置には第２放出口４４が設けられている。なお、第１
放出口４２は、後述する連絡通路４５に連通され、第２放出口４４は球排出路４８に連通
される。
　図３と図４に示すように、第１受皿体３８上には、連通孔３９ａを通過した球Ｂを受け
その球Ｂを第１放出口４２と第２放出口４４とに振り分けるための略円板状の第１振分回
転体４０が略鉛直方向の軸線回りに回転可能に装着されている。
　第１振分回転体４０の外周部には、連通孔３９ａを通過した球Ｂを受けその球Ｂを第１
放出口４２まで移送して放出するための貫通孔よりなる第１放出口用球受部４１と、球Ｂ
を第２放出口４４まで移送して放出するための開口部を有する切り欠き状の第２放出口用
球受部４３とがそれぞれ所定角度（この実施の形態では１８０度）位相した位置にそれぞ
れ形成されている。
【００１９】
　また、前記した第１振分回転体４０は、入球口３４から流入した球Ｂのうち、規定数の
球Ｂ、例えば１個の球Ｂのみを第１放出口４２に、それ以上の球Ｂは第２放出口４４にそ
れぞれ確実に振り分けるために、図４に示すように、第１振分回転体４０の停止状態にお
いて、その回転方向の前側に第１放出口用球受部４１が後側に第２放出口用球受部４３が
それぞれ配置されるとともに、第１振分回転体４０の厚さ寸法は球Ｂの直径寸法と略同じ
大きさに設定されている。
　また、第１振分回転体４０は、連通孔３９ａを通る球Ｂが球検出器２９によって検出さ
れることによって作動するモータ等の電動アクチュエータ７０を駆動源として回転される
。例えば、第１振分回転体４０は、電動アクチュエータ７０によって一方向に１回転して
停止されるようになっている。
【００２０】
　図３と図４に示すように、第１振分回転体４０と第２振分回転体５０との間には、第１
放出口４２に振り分けられた球Ｂを第２振分回転体５０に誘導する連絡通路４５が設けら
れている。すなわち、第１受皿体３８の下側には、その第１放出口４２に連通する連絡通
路４５を有するパイプ状あるいは樋状の通路構成部材４６がその上端部において固定され
た状態で設けられている。この通路構成部材４６は、適宜に屈曲されその下端部が次に詳
述する第２振分回転体５０の外周の球転動部５８に臨んで延出されている。
　また、通路構成部材４６は、その連絡通路４５内を流下する球Ｂを遊技者が視認可能に
透明な合成樹脂材料によって形成され、かつ入賞室３３内に露出して配置されることが望
ましい。
【００２１】
　図３と図４に示すように、第２受皿体４９の下側の所定位置には特定領域６０に通じる
特定領域用放出口５２と、非特定領域６１に通じる非特定領域用放出口５６とがそれぞれ
設けられている。なお、図３に示すように、特定領域６０と非特定領域６１には球Ｂの通
過を検出する球検出器６０ａ、６１ａがそれぞれ配設されている。
　第２受皿体４９上には、その外周囲に沿って略円環状をなす球転動部５８が形成され、
その球転動部５８の内側領域において球Ｂを回転動作によって特定領域６０と非特定領域
６１とに振り分ける略円板状をなす第２振分回転体５０が略鉛直方向の軸線回りに回転可
能に配設されている。この実施の形態において、球転動部５８及び第２振分回転体５０は
後側から前側に向けて若干下傾する傾斜状をなしている。
　すなわち、球転動部５８は、連絡通路４５の放出口から放出された球Ｂを転動させてそ
の球Ｂを第２振分回転体５０に進入させるものであり、その通路内周壁の所定位置（下傾
端である前側中央部）には球Ｂを第２振分回転体５０に進入させる進入口５９が切り欠き
状に形成されている。
【００２２】
　第２振分回転体５０の外周部には、球転動部５８の進入口５９から進入した球Ｂを受け



(7) JP 2010-63902 A 2010.3.25

10

20

30

40

50

その球Ｂを特定領域用放出口５２まで移送して放出するための所定数、例えば１つの特定
領域用球受部５１と、球Ｂを非特定領域用放出口５６まで移送して放出するための複数、
例えば５つの非特定領域用球受部５５とが所定角度（例えば６０度の角度）を隔ててそれ
ぞれ切り欠き状に形成されている。
　また、この実施の形態において、第２振分回転体５０は、パチンコ機の電源がＯＮされ
ることによって作動するモータ等の電動アクチュエータ７１を駆動源として一方向に連続
的に回転されるようになっている。
【００２３】
　また、前述した第１振分回転体４０と第２振分回転体５０は、各種の球検出器やスイッ
チ等の信号が伝達される主制御装置（パチンコ機の後側に設置される主制御基板）８０の
制御プログラムに基づいて作動制御されるようになっている。
　また、第１振分回転体４０と第２振分回転体５０のうち、少なくとの一方の振分回転体
４０又は５０を遊技状況の変化（例えば、通常遊技状態から大当たり遊技状態への変化、
あるいは大当たり遊技状態から確率変動遊技状態（大当たり遊技状態から再度大当たりと
なる確率が変化する遊技状態）への変化に対応して、回転速度が変化するように主制御装
置８０による制御プログラムを設定することも可能である。例えば、第１振分回転体４０
から連絡通路４５及び球転動部５８を経て第２振分回転体５０に進入される球Ｂが特定領
域６０に流入する確率を変化させる（例えば、高く変化させる）ことが可能となる。
【００２４】
　また、図２に示すように、入賞装置としての権利発生装置３１の本体構成部材３２の略
中央部で通路構成部材４６の上方には、液晶表示器や７セグメント表示器よりなる図柄表
示装置６５が設置されている。
　この図柄表示装置６５の前側には、特定領域６０に設けられた球検出器６０ａよって球
Ｂを検出したことを条件として抽選図柄を変動表示する表示部６６が遊技者に対し視認可
能に設けられている。すなわち、特定領域６０に設けられた球検出器６０ａよって球Ｂを
検出すると、その信号が主制御装置８０に伝達され、これに対応して主制御装置８０から
出力される信号に基づく抽選図柄が表示部６６に変動表示されるようになっている。
【００２５】
　この実施の形態に係る遊技機としてのパチンコ機は上述したように構成される。したが
って、遊技の際、図示しない球発射装置から球発射通路１４に発射された球Ｂ（パチンコ
球）は、遊技領域１５の上部に打ち出され、多数の釘や風車器１７等に当たって遊技領域
１５の下部に向けて流れる。
　遊技領域１５に打ち出された球Ｂのうち、一部の球Ｂは一般入賞器１６、開閉体作動用
入賞器１８等の入球口に流入する。また、これら入球口に流入しなかった球Ｂは遊技領域
１５の下部のアウト口１９に流入し、機外に排出される。
【００２６】
　開閉体作動用入賞器１８の入球口に球Ｂが流入すると、その球Ｂが球検出器（図示しな
い）によって検出される。すると、球検出器の検出信号が主制御装置８０に伝達される。
これに基づいて主制御装置８０から出力される信号によって権利発生装置３１の開閉体３
５の電動アクチュエータ（図示しない）が作動される。これによって、開閉体３５が所定
時間（例えば、０．５秒前後）開放された後、元の状態に閉じられる。
　図４に示すように、開閉体３５の開放時において、球Ｂが権利発生装置３１の入球口３
４から入賞室３３に流入すると、その球Ｂは、まず、入賞室３３上部の筒体３９の連通孔
３９ａを通して第１振分回転体４０上に流れる。
【００２７】
　筒体３９の連通孔３９ａを先行して流れる球Ｂは、その連通孔３９ａの球検出器２９よ
って検出される。すると、その検出信号が主制御装置８０に伝達される。これに基づいて
主制御装置８０から出力される信号によって第１振分回転体４０の電動アクチュエータ７
０が作動する。これによって、第１振分回転体４０は、一方向に１回転して停止される。
　第１振分回転体４０の回転方向の前側には第１放出口用球受部４１が後側には第２放出
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口用球受部４３がそれぞれ配置される。このため、図５に示すように、第１振分回転体４
０の一方向の回転動作によってその第１放出口用球受部４１が筒体３９の直下に達すると
、連通孔３９ａの球Ｂのうち、先行する規定数の球Ｂ、例えば１個の球Ｂのみが第１振分
回転体４０の第１放出口用球受部４１に落下して受けられる。
　引き続く第１振分回転体４０の一方向の回転動作によってその第１放出口用球受部４１
に受けられた球Ｂが第１放出口４２まで移送されて放出される（図３、図６及び図７参照
）。
　また、連通孔３９ａに残された規定数の以上の球Ｂは第２放出口用球受部４３に受けら
れた後、第２放出口４４まで移送されてその第２放出口４４に放出されて球排出路４８を
流れて排出される（図３及び図７参照）。
【００２８】
　第１放出口４２に放出された規定数、例えば１個の球Ｂは連絡通路４５に誘導されて第
２振分回転体５０周囲の球転動部５８に放出される。この球Ｂは球転動部５８に沿って転
動しながらしだいにその転動速度を弱めて行く。そして、転動速度が弱められた球Ｂは、
球転動部５８の前側中央部の進入口５９から第２振分回転体５０上に進入して流れる。
　第２振分回転体５０に流れた球Ｂは、第２振分回転体５０の回転動作によって、特定領
域用球受部５１と非特定領域用球受部５５とのうちの一方に受けられて特定領域用放出口
５２あるいは非特定領域用放出口５６を経て特定領域６０あるいは非特定領域６１のいず
れかに振り分けられる（図３参照）。
　この実施の形態において、図４に示すように、第２振分回転体５０の外周には、１つの
特定領域用球受部５１と５つの非特定領域用球受部５５とがそれぞれ所定の角度を隔てて
配設されている。このため、１／６の確率で特定領域６０に振り分けられる。
【００２９】
　球Ｂが特定領域６０に流れ、その球Ｂが特定領域６０の球検出器６０ａによって検出さ
れると、図柄表示装置６５の表示部６６の抽選図柄が変動し、設定時間後停止する。そし
て、表示部６６には前記主制御装置８０から伝達される信号に基づく抽選図柄が表示され
る。表示部６６に表示された抽選図柄が「大当たり図柄」、例えば「７・７」となって停
止した場合、大当たりの権利が発生する。
【００３０】
　前記大当たり権利が発生した後、遊技領域１５を流れる球Ｂが第３種始動装置２３の球
受回転体２４の球受け部２５に受けられて排出口に放出されると、その球Ｂが球検出器（
図示しない）によって検出される。すると、その検出信号が主制御装置８０に伝達される
。これに基づいて主制御装置８０から出力される信号が大入賞口装置２０に伝達され、そ
の開閉扉２１によって大入賞口２２が開かれる。大入賞口２２に球Ｂが最大で１０個流入
するか、あるいは、所定時間（例えば、８秒）経過すると、開閉扉２１によって大入賞口
２２が一旦閉じられ、ここで大当たり遊技の１ラウンドが終了する。
　１ラウンドの間において、大入賞口２２内に設けられた特定入賞部に球が入り、その球
が球検出器（図示しない）によって検出されると、再び、開閉扉２１によって大入賞口２
２が開かれる。このように大当たり遊技が最大で１６ラウンド行われて大当たり遊技が終
了する。
【００３１】
　前記したように、この実施の形態においては、特定の条件を満たして、すなわち、開閉
体作動用入賞器１８に球Ｂが流入しかつ球検出器によって球Ｂが検出されることを条件と
して開閉体３５が所定時間だけ開かれて元の状態に閉じられる。
　入球口３４が所定時間だけ開かれた状態において、入球口３４から入賞室３３内に複数
（例えば３つ）の球Ｂが連続的に流入した場合、これら複数の球Ｂは、筒体３９の連通孔
３９ａに流れて第１振分回転体４０上にそれぞれ送られる（図４参照）。
　そして、第１振分回転体４０の一方向の回転動作によって先行する規定数の球Ｂ、例え
ば１個の球Ｂのみが第１振分回転体４０の第１放出口用球受部４１に受けられて第１放出
口４２に放出される。
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【００３２】
　また、連通孔３９ａに残された規定数の以上の球Ｂ、例えば、２個の球Ｂは第２放出口
用球受部４３に受けられた後、第２放出口４４まで移送されて排出通路に排出される。
　このため、入球口３４から入賞室３３内に複数（例えば３つ）の球Ｂが連続的に流入し
た場合、これら複数の球Ｂが特定領域６０に連続的に流入することを防止することができ
る。この結果、大当たり権利が発生した直後や大当たり遊技時において、その大当たり権
利が消失してしまう不具合（通称パンク）を防止することができる。
　また、筒体３９の連通孔３９ａ内の先行する１個の球Ｂは、必ず第１振分回転体４０の
第１放出口用球受部４１に受けられて第１放出口４２に放出される。このため、前記球Ｂ
は、特定領域６０に流入可能となり、遊技者に対する特定入賞（例えば、大当たり遊技）
の期待感を増大させることができる。
【００３３】
　また、この実施の形態において、連絡通路４５は、その連絡通路４５内の球Ｂを遊技者
が視認可能な例えば透明な合成樹脂材料よりなる通路構成部材４６によって形成されてい
る。
　したがって、通路構成部材４６によって形成された連絡通路４５を通る球Ｂを遊技者が
視認することによって、その球Ｂが第２振分回転体５０のいずれの部分に到達するかの判
断が容易となる。このため、遊技者に対する特定入賞（例えば、大当たり遊技）の期待感
をより一層増大させることができる。
【００３４】
　また、この実施の形態において、第２振分回転体５０の周囲には、連絡通路４５の放出
口から放出された球Ｂを転動させる略環状の球転動部５８が設けられ、その球転動部５８
の一部には、同球転動部５８を転動する球Ｂを第２振分回転体５０に進入させる進入口５
９が形成されている。
　したがって、連絡通路４５の放出口から放出された球Ｂを、一旦、球転動部５８に転動
させた後、その球Ｂを進入口５９から第２振分回転体５０上に進入させることができる。
このため、第２振分回転体５０に対する球Ｂの進入タイミングに変化をもたせて遊技の興
趣を高めることができる。
【００３５】
　また、この実施の形態において、第１振分回転体４０及び第２振分回転体５０はそれぞ
れ主制御装置８０によって作動制御される別個の電動アクチュエータ７０、７１を駆動源
として回転される。しかも、第１振分回転体４０と第２振分回転体５０のうち、少なくと
の一方の振分回転体は、遊技状況の変化、例えば、通常遊技状態から大当たり遊技状態、
あるいは大当たり遊技状態から確率変動遊技状態（大当たり遊技状態から再度大当たりと
なる確率が変化する遊技状態）に変化に対応して回転速度が変化するように設定されてい
る。
　したがって、通常遊技状態から大当たり遊技状態、あるいは大当たり遊技状態から確率
変動遊技状態（大当たり遊技状態から再度大当たりとなる確率が変化する遊技状態）に変
化すると、これに対応して、少なくとも一方の振分回転体の回転速度が変化する。このた
め、第１振分回転体４０から連絡通路４５を経て第２振分回転体５０に誘導される球Ｂが
特定領域６０に流れる確率を変化させることができる。言い換えると、例えば、確率変動
遊技時等において、大当たりとなるために必要とする平均的な遊技時間を短縮化すること
が可能となる。
【００３６】
　また、この実施の形態において、第１振分回転体４０及び第２振分回転体５０は上下方
向に所定高さ寸法を隔てかつ略鉛直方向の軸線回りにそれぞれ回転可能に設けられている
。
　したがって、第１振分回転体４０と第２振分回転体５０とが略鉛直方向の軸線回りにそ
れぞれ回転可能に設けられることで、これら第１、第２振分回転体４０、５０を配設する
ために必要な上下方向のスペースを小さくすることができる。このため、例えば、遊技盤
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ることができる。
　すなわち、１つの入賞装置としての権利発生装置３１の本体構成部材３２に対し、第１
、第２振分回転体４０、５０を設置して権利発生装置３１を構成した場合、その本体構成
部材３２に第１、第２振分回転体４０、５０を容易に設置可能となるとともに、権利発生
装置３１自体が上下方向に大型化する不具合を軽減することができる。
【００３７】
　なお、この発明は前記実施の形態に限定するものではない。
　例えば、前記実施の形態においては、入賞装置としての権利発生装置３１を備えた第３
種パチンコ機である場合を例示したが、入賞装置を備えて第２種パチンコ機や第４種パチ
ンコ機に採用することも可能である。
　また、前記実施の形態においては、第２振分回転体５０の周囲に、連絡通路４５の放出
口から放出された球Ｂを、一旦、転動させて第２振分回転体５０に進入させる略環状の球
転動部５８が設けられた場合を例示したが、球転動部５８は必ずしも設けなくてもよい。
　また、前記実施の形態においては、透明な合成樹脂材料よりなる通路構成部材４６によ
って連絡通路４５を形成し、その連絡通路４５内の球Ｂを遊技者が視認可能に構成したが
、例えば、通路構成部材４６を不透明な合成樹脂材料、金属材料等より形成し、その通路
構成部材４６の所定位置に連絡通路４５を通る球Ｂを遊技者が視認可能な視認部を透明な
合成樹脂材料部分、貫通孔、スリット孔等によって形成してもよい。
【符号の説明】
【００３８】
　１０　遊技盤
　１８　開閉体作動用入賞器
　３１　権利発生装置（入賞装置）
　３２　本体構成部材
　３３　入賞室
　３４　入球口
　３５　開閉体
　４０　第１振分回転体
　４１　第１放出口用球受部
　４２　第１放出口
　４３　第２放出口用球受部
　４４　第２放出口
　４５　連絡通路
　４６　通路構成部材
　５０　第２振分回転体
　５１　特定領域用球受部
　５５　非特定領域用球受部
　５８　球転動部
　５９　進入口
　６０　特定領域
　６１　非特定領域
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